
各課からのHOT LINE

市
民
健
康
講
座
を
受
講
し
よ
う

　平成22年に行われた厚生労働省の調査で、
岩手県は、脳卒中死亡率が全国で最も高い結
果となりました。
　市は、脳卒中予防事業の一つとして、27年
４月１日㈬から28年２月29日㈪までの期間
中に、脳ドック検診を受診した人に、費用の
一部を助成します。ただし、助成は、市内に
住所を有し、下表の生年月日に該当する人の
みとします（脳血管疾患の治療中または経過
観察中の人、他の脳ドック補助を受けられる

人は助成の対象外です）。受診希望者は、次に
より申し込みください。　※申し込み時に、
受診の説明などを行います。
■助成金額　10,000円　※受診後、請求手続
きをしていただいてから、お支払いします。
■受診機関　脳ドック検診を実施している医
療機関　※脳ドック検診の受診は、市の助成
申し込みを終えた後、各自で直接医療機関に
予約してください。
■申込場所　市役所健康福祉課、西根または
安代各総合支所地域振興課、田山支所のいず
れかの窓口で申し込みください。
■申し込みに必要なもの　保険証など（氏名・
生年月日を確認するため）
■申込期限　平成27年10月30日㈮
　詳しくは、市役所健康福祉課健康推進係

（☎・内線1086）まで。

助成対象となる生年月日一覧表
Ｓ54.4.2～Ｓ55.4.1 Ｓ29.4.2～Ｓ30.4.1
Ｓ49.4.2～Ｓ50.4.1 Ｓ24.4.2～Ｓ25.4.1
Ｓ44.4.2～Ｓ45.4.1 Ｓ19.4.2～Ｓ20.4.1
Ｓ39.4.2～Ｓ40.4.1 Ｓ14.4.2～Ｓ15.4.1
Ｓ34.4.2～Ｓ35.4.1 ※Ｓは昭和を表す。

脳ドック受診費用の一部を助成します
　早期発見・早期治療のために...
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ヨーガで体を
動かしましょう

新しい市総合計画（まちづくり計画）の
策定に向けて 　広報はちまんたい８月６日号（No.225）では、まちづ

くりアンケートの結果のうち、市の政策に関する内容
を紹介しました。今月号では、安心・安全なまちづく
りと市の産業に関する内容を紹介します。

　アンケートの結果から、市民の多くの皆さんが
災害時の避難場所を把握しているとともに、日頃
の災害対策の準備として、ラジオ・電灯・医薬品
などを常備していることが分かります。しかし、
貴重品の持ち出しや、家族との連絡方法を確認し

ている人は少ないこともうかがえます。
　現在、市は地域ごとの防災マップ作成の取り組
みを進めており、今後も安心・安全なまちづくり
に努めていきます。

▶あなたは、地震や台風など災害時の緊急避難場所を知っていますか
•はい ……… 60％　　　•いいえ ……… 40％
▶あなたは、大震災など災害時に備えた次の対策をしていますか（複数回答可）

食料や飲料水などの非常食の常備

携帯ラジオ、懐中電灯、医薬品の常備

衣類の常備

貴重品をすぐ持ち出せる準備

消火器やバケツなどの備え

風呂の水をため置きしている

家具などを固定し、転倒を防止

防災マップなどで、避難所などを確認

家族との連絡方法などを確認

その他

対策はしていない
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安心・安全なまちづくりに関するアンケートの結果

　市の産業については、農業に対する期待が高い
ことがうかがえ、高齢化社会により、医療や福祉
に関する雇用なども重視されていることが分かり

ます。「農と輝の大地」を担う基幹産業の農業や観
光に加えて、福祉サービス業などの地元企業が持
続的に発展することを目指します。

▶あなたが、これからの八幡平市に重要と思う産業（雇用）は何ですか【複数回答可】

農業
林業

観光サービス業
商業（飲食、商店、理容など）

医療に関わる事業
福祉サービス業

教育に関わる事業
その他（工場、企業誘致など）
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市の産業に関するアンケートの結果

【第３回】
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